【新潟県新潟地域振興局長賞】
森林環境税への疑問
　　　　 

新潟市立坂井輪中学校　
　　３年　細山　恵名 
私は最近、「森林環境税」という税金について知り、少し疑問を持った。森林を守るための税金と聞くと、一見とても良い制度のように思える。しかし、本当に必要なのか、そして正しく使われているのかについては、しっかり考える必要があると思う。
森林環境税は、地球温暖化の防止や災害対策のために森林整備を進める目的で作られた税であり、二〇二四年度から一人当たり年千円が徴収されている。この税金は国民全員が広く負担し、そのお金が市町村などに分けられて森林の整備や人材育成などに使われる仕組みになっている。
しかし、私はこの税について少し納得できない部分がある。まず、なぜすべての人が同じ金額を払うのかという点である。森林に関わりの少ない都市部の人も、自然が多い地域に住む人も、同じ負担というのは本当に公平なのだろうか。また、税金の使い道がはっきり見えにくいと感じることもある。せっかく払ったお金が、どのように森林のために役立っているのかがわからなければ、不信感につながってしまう。
私の住んでいる新潟県は、豊かな森林に囲まれた地域である。山が多く、雪も多いため森林は土砂災害を防いだり、水を蓄えたりする大切な役割を持っている。そのため、森林を守ることはとても重要である。実際に、新潟県でも森林整備や人材育成などにこの税金が使われていると認識できた。
それでも私は、「ただ集めるだけの税」になってはいけないと思う。森林環境税は、国民一人ひとりが負担する以上、その使い道をもっとわかりやすく示すべきである。そして無駄なく本当に森林のためになる使い方がされているかを確認することが重要だ。また、地域ごとの状況に応じて、より公平な負担の仕組みを考えることも必要である。
森林は、私たちの生活を見えないところで支えている存在である。その価値を守るための税であるならば、私たち自身も関心を持ち続けることが大切だと思う。森林環境税をきっかけに、税の使われ方や社会の仕組みに目を向けることが、これからのより良い社会につながるのではないかと考える。
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